
令和８年度第１回福知山有償運送運営協議会 議事録 

 

日 時：令和８年６月２９日（月） 午前１０時１５分～午前１１時３０分 

場 所：市民交流プラザ ３階 市民交流スペース 

出席者：別紙のとおり （委員出席 １５名 欠席 １名） 

     

１ 開会  －事務局より説明－ 

 ・委嘱状交付（机上配布） 

・会議成立報告（委員の過半数の出席により成立） 

 ※出欠状況については別紙名簿参照。 

 

２ 協議事項 （会長選出までの間事務局が議事進行） 

議案１ 会長及び副会長の選出について 

【会長選出】 

福知山市有償運送運営協議会設置要綱第４条第２項により会長は委員の互選により選出する。 

会長の立候補者あるいは推薦を募ったが、どちらもなし。 

・事務局より福知山市自治会長運営委員会 田中委員を推薦。 

  ⇒全会一致で福知山市自治会長運営委員会 田中委員が会長に就任。 

  

【副会長選出】 

 設置要綱第４条第４項により、副会長は委員の中から会長が任命する。 

  ・田中会長 

「副会長は、民生児童委員連盟の高山委員にお願いしたいと思う。」 

  ⇒全会一致で福知山市民生児童委員連盟 高山委員が副会長に就任。 

 

 〇会長就任挨拶 田中会長 

 以降、田中会長が議事進行。 

 

議案２ 福祉有償運送及び交通空白地有償運送更新登録について（社会福祉法人 成光苑） 

〇概要説明（福祉有償運送及び交通空白地有償運送について）  －事務局－ 

資料に基づき、団体名、団体の所在地、代表者名、有償運送登録期限、車両、運転手、運行管

理体制等について自家用有償旅客運送の種別ごとに説明。 

 

〇申請者説明 －社会福祉法人 成光苑－ 

 （福祉有償運送について） 

・利用会員の人数、平均年齢、利用方法、運行管理、事業の今後について説明。 

・現在の利用会員は２１名。 

・利用目的としては、ほとんどが通院。 

・運転前点呼は対面で行っている。アルコールチェッカーによる酒気帯びの有無の確認を実施し

ている。 



・今後については、有償運送による移送を必要とする人がいるため、法人として継続して事業を

行い、地域の高齢者の力になりたいと考えている。 

 

（交通空白地有償運送について） 

・利用会員の人数、平均年齢、利用方法、運行管理、運行経路の短縮、事業の今後について 

説明。 

・現在の利用会員は 44名の登録がある 

・会員は、事務所のある福知山市の鴨野団地とサポートハウスの住人で、６０歳以上の人が大半

を占めている。 

  ・利用目的は、通院が主である。 

 ・利用は、年会費１，０００円で１回利用につき３００円の回数券を購入してもらう。 

  ・運転会員については、６５歳以上の人が大半である。 

  ・運転手の点呼については、出勤時に対面で行い、アルコールチェッカーによる酒気帯びの有

無の確認を実施している。 

  ・福祉有償運送よりも利用者の自立度は高くはあるが、利用者の居住地は団地で丘の上に位置

し、公共交通が利用しづらい地域であるため、今後も継続して事業を実施していきたい。 

 

〇意見・質問 

 特になし 

 

○協議事項 議案２について審議の結果、協議が調った。 

 

議案３ 福祉有償運送更新登録について（社会福祉法人 福知山市社会福祉協議会） 

〇概要説明  －事務局－ 

資料に基づき、団体名、団体の所在地、代表者名、有償運送登録期限、車両、運転手、運行

管理体制等について説明。 

 

〇申請者説明 －社会福祉法人福知山市社会福祉協議会 － 

・利用会員の人数、平均年齢、利用方法、運行管理、事業の今後について説明。 

・会員の平均年齢は８４歳程度。会員の中には９０歳台の人もいる。 

・会員数は、６８名。 

・利用回数は、全体で１日あたり１～４名程度。病院間の送迎利用が多い。 

・利用方法は、原則利用日の２～３営業日前までに予約を受け付ける。 

・運転手の点呼は対面としており、アルコールチェッカーにより酒気帯びの有無のチェック等を

行っている。 

・三和地域にとって不可欠なサービスであり、安定した運営のもと、今後も事業を継続していき

たい。 

 

〇意見・質問 

 特になし 

 



○協議事項 議案３について審議の結果、協議が調った。 

 

議案４ 福祉有償運送更新登録及び運送対価の額の変更について 

（特定非営利活動法人オークラ福祉応援団） 

〇概要説明  －事務局－ 

資料に基づき、団体名、団体の所在地、代表者名、有償運送登録期限、車両、運転手、運行

管理体制等について説明。 

 

〇申請者説明 －特定非営利法人オークラ福祉応援団 － 

・利用会員の人数、利用方法、行先、運行管理、事業の今後について説明。 

・平成１８年から運送を行っている。 

・利用会員１２人。過去からの登録が残っているだけで利用実態のない会員については整理

を行った。 

・利用目的は、通院や買い物であることが多い。 

・予約は、１週間前までにしてもらっている。 

・運転手の点呼は対面で、運転前のアルコールチェッカーによる酒気帯び有無の確認を行っ

ている。 

・今後については、移動困難な住民のためにこれからも移動の支援を行っていきたいという 

意気込みがある。 

 

〇変更内容 

    運送料金のうち条件付輸送の料金について 

（利用にあたって住民税の所得割及び均等割いずれも非課税である者又は住民税の所得割

のみ非課税である者のうち、理事長が認める場合のみ。） 

【変更前】 

３０分までごとに１５０円 

【変更後】 

 ３０分または２０km までごとに２００円 

 

〇意見・質問 

・運送料金の距離と時間の併用制について、実際はどのように運用されているのか。 

 

⇒特定非営利活動法人オークラ福祉応援団 

例えば、買い物のために運送を行う場合、店に到着後、利用者が用事を済ませるまで待機

してほしいとの依頼がある。その場合、長時間待機するわけにもいかないので、目安として料

金を設定している。実際にはほとんど（時間部分の）料金はいただいていない。 

 

  ・運送距離はどのように計測しているのか 

 

⇒特定非営利活動法人オークラ福祉応援団 

 インターネットを使って計測している。 



 

○協議事項 議案４について審議の結果、協議が調った。 

 

議案５ 交通空白地有償運送の変更登録について（大江まちづくり住民協議会） 

〇概要説明  －事務局－ 

前回更新登録時の提出資料に基づき、団体名、団体の所在地、代表者名、運行管理体制等

について説明。 

 

 〇変更内容 

【変更前】 

 利用の区分ごとに一律料金を設定。 

生活利用 400 円/回・人     観光利用 800 円/回・人 

【変更後】 

    利用の区分ごとに距離制を採用するもの。（一人につき） 

生活利用 6km未満   400 円/回   

生活利用 6km以上   500 円/回 

  

観光利用 12km未満  1,000 円/回 

観光利用 12km以上  1,500 円/回 

  

 〇変更理由 

・福知山市営バスの運賃値上げ（大人 200 円⇒250 円）に併せて値上げを行った。 

・人件費、物価の上昇 

（鬼タクの運行を開始した令和３年と比較すると最低賃金 119％、消費者物価指数（総合）113％） 

 

〇意見・質問 

・前回申請があった運送区域の延伸について（ローソン福知山下天津店を追加）、庵我バス「筈巻」

バス停との接続をされたが、その後の利用状況は？ 

 

⇒大江まちづくり住民協議会 

 月に１件あるかないかの状況。利用されている方はいる。 

 

○協議事項 議案５について審議の結果、協議が調った。 

 

３ 報告事項（以降、事務局が進行） 

報告 1 令和７年度有償運送実績報告について 

 資料に基づき、令和６年度の有償運送事業実施団体数、運行回数、運行人員、走行距離等に

ついて説明。 

 

○意見等 

本年度の有償運送の現時点の利用者数の見込みは？  



 

⇒事務局 

年度がはじまったばかりであり、昨年度をもって福祉有償運送の登録を抹消し、活動を終了

した団体もあった。見込みの予想は困難である。 

 

４ 閉会 

○閉会挨拶 高山副会長（福知山市民生児童委員連盟） 

 


